
特
集

2 エレクトロニクス実装学会誌　Vol. 18 No. 1 (2015)

1. はじめに

　自動車は，「より環境にやさしく」，「より安全・安心
に」，「より快適・利便に」，をキーワードに今日まで，弛ま
ぬ進化をしてきた。これらの進化には，カーエレクトロニ
クスと呼ばれる電子制御技術が大きな役割を担っており，
今や自動車を構成するためには欠かせないものとなってい
る。
　電子制御システムは，基本的に図 1に示すような構成と
なっている。センサやスイッチの信号が，ECU (Electronic 
Control Unit)に入力され，信号，演算，論理処理などがな
され，適切な制御命令が，パワーデバイスを介して，モー
タやソレノイドなどのアクチュエータで実行される。また
最近では，ECU内に車内通信用のLAN (Local Area Network)
トランシーバを備え，他の ECU，もしくはスマートアク
チュエータと呼ばれる，自律制御機能を内蔵したアクチュ
エータなどと通信をしながら，協調して制御をするという
ことも多くなっている。
　センサは，車の状態や外界の情報などを検出して，それ
を電気信号に変換し，制御入力情報もしくはフィードバッ
ク情報として，ECUに送る役割を果たす。車にはこのため

に実に多くのセンサが使われている。一例として，図 2に
ガソリンエンジン制御に使われているセンサを示す。
　これらのセンサが，ある 1つのエンジンにすべて使われ
るわけではないが，その数は 10種以上を数え，現在の高級
車には 100を越える数のセンサが搭載されている。
　そこで今回は，車載用半導体センサ製品の動向と，それ
らに関わる実装技術について述べる。
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図 1.　電子制御システムの基本構成
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図 2.　ガソリンエンジン制御に使われる主なセンサ
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